
私
は
、
今
か
ら
35
年
前
に

洋
上
大
学
６
回
生
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。
洋
大
に
参
加

し
な
け
れ
ば
巡
り
逢
う
事
の

な
か
っ
た
だ
ろ
う
兵
庫
県
各

地
の
学
生
と
の
出
逢
い
。
歌

う
事
が
大
好
き
な
私
は
６
回

生
メ
ン
バ
ー
３
人
の
グ
ル
ー

プ
で
音
楽
に
よ
る
参
加

活

動
。
ま
た
、
学
長
で
「
お
や

じ
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
坂

井
時
忠
元
知
事
の
「
お
や
じ

さ
ん
」
の
歌
を
作
詞
。
今
も

「
お
や
じ
会
」
で
「
若
者
た

ち
」
と
「
お
や
じ
さ
ん
」
を

皆
さ
ん
と
共
に
合
唱
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
主
人

と
な
っ
た
男
性
は
７
回
生
。

恵
ま
れ
た
二
人
の
息
子

共

々
、
沢
山
の
行
事
に
も
参
加

し
、
時
々
の
様
子
が
ひ
と
目

で
わ
か
る
写
真
が
い
っ

ぱ

い
。
主
人
は
９
年
前
に
他
界

し
ま
し
た
が
、
今
も
彼
を
想

い
出
し
て
下
さ
る
方
々
が
洋

大
に
は
沢
山
い
て
下
さ
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
何
歳
に
な
っ
て
も

洋
大
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
若

者
た
ち
」
を
元
気
に
歌
っ
て

居
た
い
と
思
い
ま
す
。

兵
庫
６
回

友
延

節
子

こ
の
た
び
、
平
成
23
年
度

第
１
回
地
区
代
表
者
会
に
て

皆
様
の
ご
賛
同
を
い
た

だ

き
、
会
長
と
し
て
再
登
板
い

た
し
ま
し
た
大
家
重
明
（
お

お
い
え
し
げ
あ
き
）
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご

挨
拶
申
し
あ
げ
ま
す
。

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
同

窓
会
も
来
年
で
40
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
、
参
加
当
時
の
経

験
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
そ
の
成
果
を
発
揮
し
、

地
域
づ
く
り
等
に
参
画
し
て

頂
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
年
は

２
年
ぶ
り
に
洋
大
（
海
外
養

成
塾
）
が
実
施
さ
れ
、
新
た

な
仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

同
窓
会
の
活
動
も
社
会
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
多
様
化

し
色
々
な
変
遷
を
経
て
現
在

に
来
て
い
ま
す
。
洋
大
事
業

も
船
か
ら
飛
行
機
へ
変
化
す

る
中
、
同
窓
会
に
と
っ
て
も

困
難
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
経
験
を
し
た
仲
間

と
共
に
、
同
窓
会
の
今
後
の

益
々
の
組
織
化
を
図
り
、
一

つ
の
活
動
体
・
組
織
の
あ
る

べ
き
姿
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

兵
庫
の
中
に
い
る
仲
間
が

お
互
い
に
協
力
し
、
地
域
の

中
で
大
き
な
輪
と
な
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
と
共
に
そ
の
一

助
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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こころ８７，８８号でもお知らせしましたが、従来
の船を使った青年洋上大学事業に代えて、今年度、航空
機を使用して相手国を訪問するスタイルで「兵庫県青
年洋上大学海外養成塾」事業が実施されます。実施概要
は下記のとおりです。

■スケジュール
9/15（木） 関西国際空港→香港国際空港→広州
9/16（金） 小中学校等訪問、表敬訪問、ホームステイ
9/17（土） 広東外語外貿大学生との交流・交歓
9/18（日） 広州市内視察、広州→上海
9/19（月） 上海市内企業訪問、上海県人会との懇談
9/20（火） 上海市内視察、

上海浦東国際空港→関西国際空港
■事前研修 ８月６日（土）～７日（日）
■事後研修 １０月２２日（土）～２３日（日）
■対象年齢 ２０歳～３５歳
■募集人員 ８０人
■参加費 ７８，０００円
■申込締切 ７月２０日（水）必着
■問合せ先 公益財団法人兵庫県青少年本部

０７８－８９１－７４１０

兵庫県青年洋上大学海外養成塾
参加者募集中

井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る井戸知事と面談 再登板の抱負を語る



昨
年
の
兵
庫
県
青
年
洋
上

大
学
の
中
止
、
そ
の
後
の
海

外
養
成
塾
の
実
施
の
発
表
を

受
け
、
同
窓
会
に
お
い
て
も

現
役
役
員
や
歴
代
会
長
を
中

心
に
検
討
委
員
会
が
設
け
ら

れ
、
同
窓
会
の
現
状
分
析
、

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
分
析
、
今
後
の
活
動

の
方
向
性
、
情
報
発
信
の
方

法
、
組
織
、
規
約
の
見
直
し

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
全

10
回
に
及
ぶ
会
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
地
区
代
表
者
会
に
規

約
改
定
案
、
役
員
案
、
事
業

計
画
案
等
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し

た
。
以
下
に
主
な
点
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

■
規
約
改
定
に
つ
い
て

一
．
今
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
海
外
養
成
塾
参

加
者
も
同
窓
会
員
と
し
て
受

入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

二
．
会
員
の
内
、
年
会
費

を
納
め
て
頂
い
て
い
る
方
を

正
会
員
と
呼
称
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
正
会
員
に
は
、

会
報
「
こ
こ
ろ
」
の
送
付
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
諸
事
情
で
年
会
費

が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
方
も

新
た
に
年
会
費
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
正

会
員
に
戻
れ
ま
す
。

三
．
洋
大
事

業
に
参
加
し
て

い
な
く
て
も
、

本
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
事
業
を

賛
助
し
て
い
た

だ
け
る
方
（
団

体
）
を
賛
助
会

員
と
し
て
受
入

れ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

四
．
定
員
２

名
だ
っ
た
副
会

長
職
を
２
～
４

名
と
し
、
役
員

の
増
員
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
年
度
役
員
に
つ
い
て

同
窓
会
に
も
変
革
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
の
時

期

に
、
新
旧
の
回
生
が
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
た
て
よ
う
と
い

う
趣
旨
か
ら
前
年
度
役
員
か

ら
３
名
が
留
任
す
る
と
同
時

に
、
元
会
長
の
大
家
さ
ん
が

再
度
会
長
に
就
任
し
、
高
橋

さ
ん
、
板
橋
さ
ん
に
顧
問
を

依
頼
し
ま
し
た
。
（
役
員
一

覧
は
一
面
に
掲
載
）

■
事
業
計
画
に
つ
い
て

一
．
海
外
養
成
塾
事
業
へ

の
協
力
。
事
前
研
修
、
事
後

研
修
へ
の
協
力
、
参
加
学
生

へ
の
ケ
ア
を
行
い
、
積
極
的

に
同
窓
会
へ
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
導
入
し
ま
す
。

二
．
情
報
発
信
の
強
化
。

情
報
の
即
時
性
、
会
員
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
性
を
考

慮
し
て
、
従
来
の
新
聞
中
心

の
情
報
発
信
か
ら
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
重
み
を
増
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
マ
イ
ン
ド
は

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
洋
大
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
。
会
員
及
び
一
般
の
方
を

対
象
に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

等
を
実
施
し
ま
す
。

四
．
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

協
力
。
海
外
養
成
塾
の
参
加

者
の
事
後
活
動
の
場
と

し

て
、
ま
た
会
員
の
地
域
事
業

へ
の
関
わ
り
の
新
た
な
ス
タ

イ
ル
と
し
て
、
兵
庫
県
等
が

主
催
す
る
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に

団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
ま
す
。

五
．
雪
中
キ
ャ
ン
プ
の
実

施
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

但
馬
で
雪
中
キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
す
。
更
に
充
実
し
た
内

容
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

六
．
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
の
導
入
。
会
員
名
簿
の

維
持
管
理
、
事
務
作
業
の
効

率
化
等
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
設
置
し
ま
す
。

七
．
地
域
活
性
化
事
業
の

創
設
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

活
動
し
て
い
る
会
員
を
支
援

す
る
た
め
の
補
助
制
度
を
作

り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
本
部
事
務

局
、
各
地
区
で
様
々
な
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
（
三
面

事
業
計
画
参
照
）
。
関
心
の

あ
る
方
は
本
部
事
務
局
、
各

地
区
代
表
者
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成23年7月1日こころ第89号 （２）

平
成
23
年
度
第
１
回
地
区
代
表
者
会
開
催
さ
れ
る

改
革
に
む
け
て
規
約
改
正
、
新
規
事
業
計
画

同窓会のホームページが5月28日から、リニ
ューアルオープンされました。

同窓会のホームページは平成7年に開設され
これまで運用されて来ましたが、より情報発信
を強化しようとの方針から、アドレスも内容も
一新することとなりました。

新しいアドレスは下記のとおりです。

ホームページも新装開店！

http://hyogo-yodai.net/

皆
さ
ん
は
、
「
辛
亥

革
命
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
辛
亥
革
命
と
は

１
９
１
１
年
、
清
朝
を

打
倒
し
た
革
命
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中

国
で
古
代
か
ら
数
千
年

続
い
た
君
主
制
の
時
代

が
終
わ
り
、
共
和
制
の

中
華
民
国
が
建
国
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
辛
亥

革
命
の
１
０
０
周
年
に

あ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
辛
亥
革
命
の
指

導
者
の
一
人
で
、
中
華

民
国
初
代
臨
時
大
総
統

の
孫
文
は
、
日
本
に
亡

命
し
た
時
期
も
あ
り
、

日
本
と
非
常
に
縁
が
あ

る
人
で
し
た
。
孫
文
が

妻
、
宋
慶
齢
と
結
婚
し

た
の
も
日
本
で
し
た
。

神
戸
の
舞
子
に
は
日

本
で
唯
一
の
孫
文
記
念

館
が
あ
り
ま
す
。
洋
大

と
も
縁
の
深
い
中
国
。

こ
の
機
会
に
、
孫
文
記

念
館
を
訪
れ
て
み
る
の

も
い
か
が
で
す
か
。

辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年辛亥革命１００周年

５
月
21
日
・
22
日
、
神
戸
学
生
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
23
年
度
第
１
回
地
区
代
表

者
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
検
討
委
員
会
の
報
告
、
同
窓
会
規
約
の
改
定
が
行

わ
れ
、
２
日
目
に
は
今
年
度
の
予
算
・
活
動
計
画
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



８
月
末
頃
に
但
馬
・
丹
波

地
区
合
同
で
恒
例
の
新
洋
大

生
の
壮
行
会
を
行
い
ま
す
。

見
送
り
出
迎
え
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
す
。

ま
た
９
月
４
日
に
阪
神
地

区
が
計
画
し
て
い
る
氷
ノ
山

登
山
に
つ
い
て
地
元
か
ら
も

参
加
者
が
出
る
よ
う
に
募
集

中
で
す
。
そ
の
他
で
は
11
月

に
養
父
市
の
関
宮
地
区
で
行

わ
れ
る
文
化
祭
に
出
店
す
る

ベ
ト
ナ
ム
屋
台
村
に
協
力
出

来
る
よ
う
只
今
企
画
中

で

す
。
そ
れ
と
平
日
夕
方
６
時

か
ら
養
父
市
八
鹿
町
の
ペ
ア

二
階
で
日
本
語
教
室
を
細
々

と
継
続
し
て
い
ま
す
。
生
徒

の
都
合
で
休
み
に
す
る
時
も

あ
り
ま
す
の
で
但
馬
地
区
代

表
村
上
ま
で
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
12
月
に
は
今
年
の
新

洋
大
生
を
迎
え
て
帰
国
報
告

会
を
し
た
い
も
の
で
す
。

平成23年7月1日こころ第89号（３）

（単位：円）
収入の部
会費収入 172,000
事業収入 1,283,022
補助金収入 2,196,334
雑収入 2,389
引当金 1,090,148
計 4,743,893

支出の部
基本事業 2,623,313
地域事業 57,220
国際事業 8,600
青少年事業 909,061
引当金 1,145,699
計 4,743,893

（単位：円）
収入の部
会費収入 840,000
事業収入 1,330,000
補助金収入 1,500,000
雑収入 2,301
引当金 705,699
計 4,378,000

支出の部
基本事業 2,900,000
国際事業 99,600
青少年事業 917,000
社会貢献事業 51,000
引当金 410,400
計 4,378,000

平成22年度決算

平成23年度予算

但
馬
地
区
か
ら
の
情
報

同
窓
会
に
は
様
々
な
場

所
で
、
ま
た
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
会
員
が

大
勢
い
ま
す
。
加
古
川
で

小
学
校
の
先
生
を
し
て
い

る
前
田
千
恵
さ
ん
は
、
昨

年
か
ら
海
外
青
年
協
力
隊

の
一
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

に
派
遣
さ
れ
、
現
地
の
学

校
を
巡
回
し
、
子
供
た
ち

に
授
業
を
し
た
り
、
先
生

た
ち
に
指
導
し
た
り
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

前
田
さ
ん
は
、
青
年
協

力
隊
の
訓
練
に
入
っ
て
か

ら
の
日
々
を
ブ
ロ
グ
に
綴

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
一
部
、
紹
介
し
ま
す
。

「
や
っ
と
任
地
に
着
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
、

ホ
ッ
と
し
た
の
も
つ
か
の

間
。
問
題
発
生
！
住
む
家

が
す
ぐ
に
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ど
う
す
ん
の

よ
ー
！
知
り
合
い
も
友
達

も
い
な
い
こ
の
地
で
・
・

・
。
」

「
私
も
ま
だ
ま
だ
、
言

葉
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

今
は
と
に
か
く
挨
拶
か
ら

と
思
い
、
会
っ
た
子
ど
も

達
に
は
元
気
よ
く
、
挨
拶

し
て
い
ま
す
。
ナ
マ
ス
テ

の
後
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
！
」
も
言
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。
」

「
私
が
授
業
を
し
た
と

き
の
子
ど
も
達
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
目
は
純
粋
で
心
か

ら
私
と
の
勉
強
を
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
」

「
こ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

驚
く
よ
う
な
こ
と
ば

か

り
。
調
理
器
材
、
食
材
、

燃
料
は
す
べ
て
持
参
。
一

番
驚
い
た
の
は
、
鶏
、
ヤ

ギ
を
生
き
た
ま
ま
持
参
し

て
い
る
こ
と
。
生
き
た
ま

ま
で
そ
の
場
で
、
さ
ば
い

て
い
た
。
」

興
味
の
あ
る
人
は
、
直

接
ブ
ロ
グ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。
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海
外
青
年
協
力
隊
前
田
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
か
ら



兵
庫
県
は
、
１
９
７
１
年

の
第
１
回
兵
庫
県
青
年
洋
上

大
学
の
実
施
以
降
、
２
０
０

９
年
の
第
32
回
兵
庫
県
青
年

洋
上
大
学
ま
で
の
39
年
間
に

わ
た
っ
て
、
兵
庫
県
青
年
洋

上
大
学
（
青
年
洋
上
大
学
含

む
）
を
32
回
、
近
畿
青
年
洋

上
大
学
を
24
回
、
勤
労
青
年

洋
上
大
学
を
４
回
と
計
60
回

の
青
年
洋
上
大
学
事
業
を
実

施
、
延
べ
に
し
て
９
８
８
２

名
の
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
し
て
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
同

窓
会
は
、
第
１
回
兵
庫
県
青

年
洋
上
大
学
生
４
０
１
名
を

中
心
に
翌
年
、
１
９
７
２
年

５
月
28
日
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
39
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
活
動

の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る

た
め
に
、
２
０
１
０
年
よ
り

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

来
年
、40
周
年
を
迎
え
る
『
大

人
』
の
団
体
と
し
て
、
活
動

の
目
的
、
活
動
の
新
た
な
方

向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
や

活
動
状
況
を
把
握
す
る
た
め

『
ア
ン
ケ
ー
ト
』
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

回
答
数
：
２
９
７
件

期

間
：
２
０
１
０
年
12
月

か
ら
２
０
１
１
年

３
月
迄

対

象
：
会
員

調
査
内
容
：

１
．
会
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

同
窓
会
に
つ
い
て

①
参
加
洋
上
大
学

②
所
属
地
区

③
同
窓
会
名
称
に
つ
い
て

２
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

（
社
会
活
動
）
に
つ
い
て

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
分
野

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
世
代

３
．
そ
の
他
、
ご
意
見
、
現

状
の
お
知
ら
せ
な
ど

■
住
所
が
判
明
し
て
い
る
５

５
５
５
名
の
会
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
２

９
７
名
の
方
か
ら
返
信
が
あ

り
ま
し
た
。

■
同
窓
会
名
称
に
つ
い
て

会
員
の
74
％
が
現
状
を
支

持
し
、
『
兵
庫
県
青
年
洋
上

大
学
同
窓
会
』
を
継
続
的
に

名
乗
る
事
へ
違
和
感
は
無
い

よ
う
で
す
。

名
称
変
更
の
意
見
と
し
て

は
、
『
愛
称
は
あ
っ
て
も
よ

い
』
『
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
的
に

別
に
つ
け
る
』
等
で
し
た
。

■
活
動
状
況

44
％
は
、
現
在
も
活
動
中
。

検
討
中
６
％
、
以
前
活
動
し

て
い
た
25
％
、
併
せ
て
75
％

の
会
員
は
、
事
後
活
動
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
16
％

の
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
（
事
後
活
動
）
が
な
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

■
活
動
分
野
（
複
数
回
答
）

地
域
32
％

青
少
年
31
％

福
祉
17
％

ス
ポ
ー
ツ
９
％

そ
の
他
11
％

■
対
象
世
代
（
複
数
回
答
）

10
代
20
％

20
～
30
代
31

％

40
～
50
代
24
％

60
代

以
上
25
％
と
、
会
員
分
布
に

観
ら
れ
る
様
に
対
象
と
な
る

世
代
も
40
代
以
上
が
49
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
は
、
活
動
領
域
を

10
代
か
ら
60
代
以
上
を
対
象

と
す
る
（
対
象
と
な
る
）
、

青
年
団
体
に
変
容
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
組
織
に
対
す
る
意
見
と
し

て
『
歴
史
あ
る
会
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
名
簿
に
名
前
は

残
し
て
も
退
会
し
た
い
人
は

外
し
て
、
身
軽
に
し
た
方
が

運
営
し
易
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
』
な
ど
の
名
簿
上

の
会
員
数
と
現
実
に
活
動
し

て
い
る
人
数
の
ギ
ャ
ッ
プ
へ

の
対
策
も
必
要
と
す
る
意
見

や
同
窓
会
の
活
動
領
域
と
し

て
は
『
青
少
年
活
動
だ
け
で

な
く
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
た
方
が
良
い
』、
『
長

く
継
続
さ
れ
て
き
た
団
体
な

の
で
、
年
長
者
が
各
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
活
動

に

も
、
同
窓
会
と
し
て
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
』
な

ど
の
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

平成23年7月1日こころ第89号 （４）

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
考
察

２０代 ３５８人
３０代 １，００５人
４０代 ２，２４８人
５０代 ３，９３６人
６０代 ２，３３５人
合 計 ９，８８２人

※年齢については名簿より推計

会員年齢分布
検
討
委
員
会
＆
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に

未
来
の
創
造
の
た
め
に



■
検
討
委
員
会
で
話
さ
れ
た

こ
と

１
．
同
窓
会
の
『
未
来
の
創

造
の
た
め
の
工
程
』

①
２
０
１
１
年
宣
言
の
策
定

②
同
窓
会
現
状
の
改
善

③
同
窓
会
未
来
の
創
造

④
同
窓
会
事
業
と
制
度
の
再

構
築

⑤
２
０
１
１
年
度
か
ら
の
体

制
に
つ
い
て

２
．
今
回
は
、
①
か
ら
④
ま

で
を
報
告
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

■
２
０
１
１
年
宣
言

２
０
１
１
年
１
月
23
日
新

春
の
つ
ど
い
の
中
で
報
告
す

る
と
共
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
同
窓
会
N
E

W
S
参
照
）
に
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
状

況
と
世
代
分
布
を
鑑
み
た
、

活
動
へ
の
変
革
が
必
要
。
併

せ
て
２
０
１
１
年
度
よ
り
実

施
さ
れ
る
、
「
兵
庫
県
青
年

洋
上
大
学
海
外
養
成
塾
生
」

の
受
入
を
宣
言
し
て
い

ま

す
。

■
同
窓
会
現
状
の
改
善
、
未

来
へ
の
創
造

■
同
窓
会
事
業
と
制
度
の
再

構
築

40
代
以
上
の
会
員
が
85
％

以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
同

窓
会
の
仕
組
み
（
体
制
）
、

活
動
を
ど
の
様
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ど

の
様
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
内

容
を
議
論
し
ま
し
た
が
、
全

て
の
こ
と
へ
の
解
決
策
を
報

告
す
る
に
は
至
っ
て
ま

せ

ん
。

１
．
体
制
や
仕
組
み
に
つ
い

て
は
「
会
則
」
の
改
訂
、
細

則
の
策
定
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

２
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
【
２
０
１
１
年

５
月
28
日
よ
り
】

３
．
同
窓
会
事
業
（
活
動
）

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年

宣
言
で
も
触
れ
て
い
ま

す

が
、
車
の
両
輪
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
活
動
を
実
行
す
る
。

①
前
輪

左

→
県
・
青
少
年
本
部
の
事
業

②
前
輪

右

→
同
窓
会
自
主
事
業

③
後
輪

左

→
組
織
維
持
活
動
（
例
会
等
）

④
後
輪

右

→
社
会
貢
献
活
動

⑤
エ
ン
ジ
ン

→
『
こ
こ
ろ
』
と
機
会
提
供

兵
庫
県
の
大
い
な
る
実
験

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
と
し
て
、

青
年
洋
上
大
学
事
業
が

計

画
、
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

目
的
と
し
た
『
地
域
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
』
は
、

そ
れ
か
ら
40
年
後
、
達
成
さ

れ
て
い
る
と
答
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
青

年
に
『
未
来
へ
の
希
望
』
、

『
夢
』
を
託
し
た
青
年
洋
上

大
学
事
業
は
、
十
分
に
応
え

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
回

答
の
一
つ
と
し
て
、
『
私
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
行

動

（
社
会
生
活
）
で
社
会
が
変

革
し
て
い
る
』
と
応
え
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
あ
、
『
行
動
』
す
る
時
間

で
す
。

～
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
回
答
頂

い
た
皆
様
の
意
見
を
元
に
、

同
窓
会
変
革
の
一
歩
は
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
～
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検
討
委
員
会
報
告

終
わ
り
に



兵
庫
県
等
が
主
催
し
11
月

20
日
に
実
施
さ
れ
る
第
１
回

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
、
同
窓
会

も
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
ま
す
。
当
日
の
参

加
者
を
募
集
中
で
す
。
主
な

活
動
内
容
は
給
水
ポ
イ

ン

ト
、
沿
道
整
理
、
受
付
等
で

す
。神

戸
マ
ラ
ソ
ン
は
「
感
謝
」

と
「
友
情
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
さ
れ
、
そ
の
意
味
を
「
被

災
か
ら
復
興
、
そ
し
て
現
在

に
い
た
る
ま
で
、
手
を
差
し

伸
べ
て
い
た
だ
い
た
国
内
外

の
人
々
や
地
域
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
現
し
た
い
。
」
と
し

て
い
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
は
走
れ
な
く
と

も
、
ラ
ン
ナ
ー
を
支
援
す
る

こ
と
で
大
会
に
参
加
し
、
目

標
達
成
の
喜
び
を
共
有
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
本
部
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

編
集
後
記

大
家
さ
ん
が
30
年
ぶ
り
会

長
に
就
任
。
聞
け
ば
家
族
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
の
事
と

か
。
同
窓
会
へ
の
熱
意
と
情

熱
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

私
も
15
年
ぶ
り
に
新
聞
の

編
集
を
担
当
し
ま
し
た
。
手

書
き
原
稿
か
ら
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
で
の
制
作
。
時
代
の
流

れ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
が
変
わ
っ

て
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
も
あ
り

ま
す
。
大
家
新
会
長
の
姿
を

見
て
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。山

下
剛
史

２
月
10
日
～
12
日
、
美
方

町
に
あ
る
尼
崎
市
立
少
年
自

然
の
家
「
と
ち
の
き
村
」
に

お
い
て
、
「
（
仮
称
）
僕
ら

は
山
賊
探
検
隊
」
と
題
し
て

雪
中
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま

す
。県

下
で
も
有
数
の
豪
雪
地

域
で
の
家
族
を
対
象
と
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

で

す
。現

在
、
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

で
す
。
企
画
か
ら
参
加
し
た

い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
し

か
来
れ
な
い
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。

詳
し
く
は
本
部
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。

９
月
23
日
～
25
日
、
い
え

し
ま
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
に

て
、
兵
庫
県
キ
ャ
ン
プ
協
会

主
催
の
海
洋
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
「
い

え
し
ま
海
物
語
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

同
窓
会
は
、
団
体
会
員
と

し
て
登
録
し
て
い
ま
す

の

で
、
希
望
者
は
参
加
可
能
で

す
。詳

し
く
は
本
部
事
務
局
ま

た
は
、
兵
庫
県
キ
ャ
ン
プ
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
。
（
７
月
１
日
時
点

で
詳
細
は
未
発
表
。
）

毎
週
火
曜
日
の
18
時
頃
～

21
時
頃
、
兵
庫
県
民
会
館
７

階
で
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
思
い
か
け
ず
懐
か
し
い

顔
に
会
う
事
も
あ
り
ま
す
。

近
辺
に
お
越
し
の
際
は

ぜ

ひ
、
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
現
在
、
本
部
事
務
局

員
を
募
集
中
で
す
。
新
洋
大

生
と
の
事
業
、
キ
ャ
ン
プ
の

企
画
、
運
営
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
新
聞
の
作
成
等
、
関
心

が
あ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん

か
。

海
外
養
成
塾
の
青
年
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
西
播
磨
地
区

代
表
の
原
健
作
さ
ん
（
近
畿

21
回
）
が
参
加
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

青
年
ス
タ
ッ
フ
は
２
名
が

公
募
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

１
名
が
同
窓
会
か
ら
の
推
薦

に
よ
り
ま
す
。

原
さ
ん
は
、
西
播
磨
で
の

交
流
サ
ロ
ン
等
で
幅
広
く
活

躍
す
る
と
共
に
、
過
去
に
兵

庫
30
回
の
青
年
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
そ
の
手
腕
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
皆
で
応
援
し

ま
し
ょ
う
。

各
地
域
で
地
元
に
密
着
し

て
活
動
し
て
い
る
会
員
を
支

援
す
る
為
に
、
２
名
以
上
の

会
員
で
行
っ
て
い
る
事
業
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
が
で
き
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
部
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ

い
。
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同窓会では、東日本大震災で被災された
方々に対する義援金を募集しています。皆
様から寄せられた義援金は「日本赤十字社
兵庫県支部」に届けさせて頂きます。

阪神淡路大震災や佐用町での台風９号豪
雨など、これまで兵庫県は災害時に全国か
ら支援を頂いてきました。

義援金、災害ボランティア…。
それぞれが今できることを考えてみません
か。

（１）募集期間
平成２３年４月５日～８月３１日

（２）振込先
三井住友銀行 神戸営業部 普通
店番号 ５００
口座番号 ９５２６０１９

「兵庫県青年洋上大学同窓会
東北地方太平洋沖地震義援金」

※店番号、口座番号が正しければ「兵庫県
青年洋上大学同窓会 義援金」でも届き
ます。

義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い義援金のお願い

同窓会活動は皆様の会費によって成り立っています。昨
年12月のこころ87号で呼びかけて以来、256人の方から会
費の納入を頂きました。ありがとうございます。まだ、納め
られていない方は、同窓会活動の継続と安定のため、以下
のいずれかの方法により会費2,000円（２年分）のお振込
をお願いします。

会費をお支払い頂いた方には、会報「こころ」や事業の
ご案内等をお送り致します。なお、今回は全会員にご案内
しております。既に納入頂いている会員の皆様にはご容赦
ください。

（1）ゆうちょ銀行から振込む場合
（同封の振込用紙をご利用ください。）

郵便振替口座：０１１３０－２－２４１６４

（2）ゆうちょ銀行以外から振込む場合
振込用店名 ：一一九 預金種類：当座
口座番号 ：００２４１６４

＊住所、氏名、回生又は参加年度を必ずご記入くださ
い。

＊振込み手数料は各自でご負担ください。同封の振込
用紙をご利用いただいた場合は、同窓会で負担しま
す。

会費納入のお願い
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神
戸
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

雪
中
キ
ャ
ン
プ

ス
タ
ッ
フ
募
集
中

昨年度の雪中キャンプにて

地
域
活
性
化
事
業

の
補
助
に
つ
い
て

い
え
し
ま
海
物
語

近
日
募
集
開
始

定
例
会
に

来
て
み
ま
せ
ん
か

海
外
養
成
塾
青
年
ス
タ
ッ
フ
に
原
さ
ん


